
 

 

 

    

 

 

Efektivitas Penggunaan Metode Information Gap 

Dalam Pembelajaran Dokkai II 

(Penelitian Terhadap Mahasiswa Semester IV Prodi Pendidikan Bahasa Jepang 

Universitas Negeri Jakarta Tahun Akademik 2022/2023) 

 

 

 

 

 

SKRIPSI 

 

Shevinna Maya Shofizzati 

1211617003 

 
 

Skripsi yang diajukan kepada Universitas Negeri Jakarta untuk memenuhi 

salah satu persyaratan dalam memperoleh gelar Sarjana Pendidikan 

 

 
 

PROGRAM STUDI PENDIDIKAN BAHASA JEPANG 

FAKULTAS BAHASA DAN SENI 

UNIVERSITAS NEGERI JAKARTA 

2023 

 

 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    

 

iv  

ABSTRAK 

 
Shevinna Maya Shofizzati 2023. Efektivitas Penggunaan Metode Information Gap Dalam 

Pembelajaran Dokkai II (Penelitian Terhadap Mahasiswa Semester IV Prodi Pendidikan Bahasa Jepang 

Universitas Negeri Jakarta Tahun Akademik 2022/2023). Skripsi. Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang Fakultas Bahasa dan Seni Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bagaimanakah efektivitas metode Information Gap 

pada pembelajaran Dokkai II pada mahasiswa semester IV kelas C tahun ajaran 2022/2023. Penelitian 

ini juga bertujuan untuk mengetahui tanggapan mahasiswa mengenai penerapan metode Information 

Gap dalam pembelajaran Dokkai II. Metode Information Gap merupakan metode pembelajaran yang 

memberikan mahasiswa kesempatan berbicara, kesempatan untuk berinteraksi antar mahasiswa 

bernegosiasi, dan menjadikan bahasa sasaran sebagai wadah mahasiswa untuk berpikir kritis dan 

membuat hasil belajar mahasiswa akan meningkat. Dengan demikian, Information Gap merupakan 

metode yang cocok digunakan untuk meningkatkan keterampilan abad 21 yang fokus utamanya adalah 

Critical Thinking. Jenis penelitian ini adalah pra-eksperimen dengan desain penelitian yang digunakan 

adalah One Group Post-test, yaitu sebuah desain penelitian yang dilaksanakan dengan satu kali tes yaitu 

tes sesudah diberi perlakuan. Populasi yang akan diambil pada penelitian ini ialah mahasiswa Program 

Studi Pendidikan Bahasa Jepang Universitas Negeri Jakarta yang mengambil mata kuliah Dokkai II 

dengan sampel mahasiswa yang mengambil mata kuliah Dokkai II kelas C yang berjumlah 20 orang. 

 

Hasil penelitian menunjukkan bahwa: (1) Skor rata-rata tes kemampuan akhir mahasiswa 

setelah diterapkan metode Information Gap adalah 72.46. Ini menjelaskan bahwa seluruh mahasiswa 

yang tuntas dalam mengikuti pembelajaran (100%), ini berarti ketuntasan pembelajaran secara klasikal 

tercapai. (2) Berdasarkan hasil analisis data, diperoleh nilai t-hitung sebesar 9.459, dimana pada taraf 

signifikansi 5% t-tabelnya adalah sebesar 2.093. Hasil ini menggambarkan bahwa t-hitung > t-tabel, 

yang berarti metode Information Gap efektif terhadap peningkatan hasil belajar Dokkai II. (3) 

Selanjutnya, hasil angket menunjukkan bahwa seluruh mahasiswa (100%) berpendapat bahwa model 

Information Gap efektif dalam meningkatkan kemampuan berpikir kritis dalam pembelajaran Dokkai II. 

 

Kata kunci: metode, pembelajaran, information gap, critical thinking, membaca, bahasa jepang 
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要旨  

読解  2 の学習における情報ギャップ法の使用の有効性研究 

 

ジャカルタ国立大学シ

ェヴィナ・マヤ・ショフィザティ 

Shevinna2505@gmail.com 

 

 

A. はじめに 

現在、グローバル化の影響によって、人材競争はますます激化している。他

国、特に ASEAN と競争するには、さまざまな能力を習得することが重要である。  

なわち「4C 」を特定している。4C とは、 communication (通信)、 collaboration(協

力)、critical thinking (批判的思考)、creative thinking (創造的思考)の略である。現代

では母語以外に外国語の能力も求められる。日本語は 21 世紀に最も習得する外国語の一

つである。しかし、日本語の学習、特に読解の授業では、教科書 に基づいて文章を理解

することが一般的である。学生は本文だけに集中 する、また尋ねられる質問は本文内の

回答にのみ関連している。このア プローチは堅いであると考えられており、本文内に限

定されるため、学 生の知識の探索が制限される。このようの学習は、21 世紀のスキルを

開発するという目標とは相容れない。 

一方、UNJ の日本語学習教案では、スキル領域の 3 つの側面に 

割り当てられた大学院学習成果 (CPL) が必要である。大学院学習成果(CPL) から見る

と、CPL の側面が批判的思考における既存の指標をまだ満たしていないことがわかる。

したがって、UNJ でこれまで行われてきた学習は、批判的思考という形での一般的なス

キルをまだ達成していないと 結論付けることができる。提案する方法は、情報ギャップ

法を使用する 

mailto:Shevinna2505@gmail.com
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ことである。Kathryn (1990) によると、情報ギャップ活動は、新たに学習した文型を使

用する練習、会話の機会、会話における教師の優位性の 軽減、交渉する学生間の相互作

用の機会、およびターゲット言語を理解 できるようにする機会を提供。ということで、

本研究では学生が学習を さらに発展させ、21 世紀のスキルの 1 つである批判的思考を実

現できるように、適切な方法を見つけるための研究を行うつもりである。 

 

B. 問題提供 

1. 2022/2023 年度のジャカルタ国立大学の日本語教育の 4 学期生における、批判的思考

スキルのため、 読解 2 の学習に情報ギャップ法の使用の有効性はどうであろうか。 

2. 学生は情報ギャップ法を使った読解 2 の応用についてはどうであろうか。 

 

C. 研究結果と分析 

本稿では、クラス C の生徒の批判的思考能力を向上させるために情報ギャップ手法

を提供することによって実施された。6 回の授業が終わった後、最終日では事後テストを実

施し、アンケートへの記入を行った。このアンケートは、クラス C で学生の批判的思考ス

キルを向上させるために情報ギャップ手法を使用することの利点と欠点について学生の意

見 を知るために使用される。 
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2. アンケート結果 

No 質問 非常に同

意する 

同意

する 

やや同意

しない 

同意し

ない 

全く同意

しない 

1 情報ギャップ法は帰納的な 

推論を利用します。 

40

% 

45% 5

% 

10

% 

0

% 

2 情報ギャップ法は演繹的な 

論理を使用しています。 

15

% 

70% 5% 10

% 

0

% 

3 情報ギャップは、個人と個人

の間での相互作用を行い 

ます。 

45

% 

40% 15% 0% 0

% 

4 情報ギャップは、グループと

グループの間での相互作 

用を行います。 

40

% 

45% 15% 0% 0

% 

5 情報ギャップは、個人とグ 

ループの間での相互作用を行

います。 

20

% 

65% 10% 5% 0

% 

6 情報ギャップは口頭での学習

経験を反映することがで 

きます。 

30

% 

65% 5% 0% 0

% 

7 情報ギャップは、文章による

学習の経験を反映するこ 

とができます。 

25

% 

55% 20% 0% 0

% 

８ 情報ギャップは口頭での情 

報の解釈を支援します。 

40

% 

60% 0% 0% 0

% 

９ 情報ギャップは文章での情 

報の解釈を支援します。 

40

% 

55% 5% 0% 0

% 
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10 情報ギャップは、質的な分 

析を支援します。 

25

% 

75% 0% 0% 0

% 

11 情報ギャップは、数量的な 

分析を支援します。 

10

% 

55% 25% 10

% 

0

% 

12 情報ギャップは、クローズド

型質問を提出するのに役 

立ちます。 

20

% 

55% 25% 0% 0

% 

13 情報ギャップは、オープン 

エンド型質問を提出するのに

役立ちます。 

35

% 

65% 0

% 

0% 0

% 

 

仮説検証の結果 

1. テストデータの処理 

a. Uji Normalitas 正規性検定 

クラスCの研究に基づくと、情報ギャップ法を使用した治療を受けた

後、高点は85.38、低点は 58.75 を達成し、値の範囲  (R) は  26.63で

あった。次の表にまとめられている。 

Daftar distribusi frekuensi post-test  kelas eksperimen 

実験授業後のテスト頻度分布のリスト 

 

Tabel 4.3 

最終的な正規性テスト結果データ 

 

クラス 能力 χ2 

 

 

hitung 

Dk χ2 

 

tabel 

Keteranga n 

実験 Post-test 4.9707 5 11.0704 普通 
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b. テストT (T-Test) 

 

1 サンプルの統計量 

 

 

N 

 

Mean 

Std. 

Deviation 

Std. Error 

Mean 

学習成果 20 72.4563 7.7323 1.81150 

 

1 サンプルの統計量 

Test Value = 56 

 

 

 

 

 

 

 

t 

 

 

 

 

 

 

df 

 

 

 

Significance 

 

 

 

Mean 

Differenc 

e 

95% Confidence 

Interval of the 

Difference 

One- 

Sided p 

Two- 

Sided p 

 

Lower 

 

Upper 

学習成果 9.084 5 <.001 <.001 16.45625 12.6647 20.2478 

 

t count = 9.459 > t table = 2.0930 であるため、Ho は拒否され、Hk が受け入れられる。 した

がって、Hk は受け入れられ、Ho は拒否されると結論付けることができる。 これらの結果に

基づいて、情報ギャップ法の使用は、読解  II の学習における批判的思考能力の向上に効果的

であると結論付けることがでる。 

2. アンケートデータ処理 

上記の学生の回答に関するアンケートから、読解 I の学習に情報ギャップ

手法を適用した後に見られるいくつかの利点と欠点があると結論付けることができ

る。次にまとめられている。 
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a. 利点 

 

 

1) 情報ギャップ法により、学生は読解の学習に興味を持つことができる。 

2) 提供された読書に学生が批判的思考スキルを身につけることができる。 

3) 学生を教科書の内容簡単に理解し、習得できるように支援する。 

4) 教師から与えられた問題を解決するための学生の協力的なスキルを訓練

する。 

5) 学生達たくさん議論してから、最終的に大きなフォーラムで意見を発表

できるため、学習の雰囲気がさらに楽しくなる。 

b. 欠点 

 

 

1) 学習中ではブレイクアウトルームを使用してから、教師はルームを1つず

つ確認する必要がある。 一度にすべての部屋に入ることはできない。 

2) 参加するグループの数が多すぎるため、ディスカッションの結果を発表す

る時間がないグループが時々がいる。 

 

3) 与えられた仕上がりにはいくつかの欠点がある。たとえ、先生の要求通

りの質問をしていない。 
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D. おわりに 

本稿の結果に基づいては、情報ギャップは 21 世紀のスキル、特に批判

的思考スキルを向上させるのに適した方法である。各章で読むテキストは異なるだが、学

生は授業のたびに新しい情報を得ることで批判的思考スキルを向上させることができる。

テキスト内または外から質問を作成するは、学生が批判的に考え、テキストだけに固執し

ないものを探すように促する。学習の最後には大規模なフォーラムでの議論セッションが

あるため、日本の文化や出来事をもとに得られる情報がより理解しやすくなる。それに加

えて、学生は協力的なスキルや、友達と話し合った結果を人前で発表するスキルもでき

る。 
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